
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサリートイ 

指導目標 

〇気持ちを安定させて気持ちを切り替える。 

〇原始反射の促し  

指導方法 

〇気持ちが不安定になったときに触らせたり

見せたりすることで気持ちの安定を図る。視

覚的・感触で楽しめるように中のビーズなど

を動かして楽しませる。 

 

バスの中での過ごし方 

 

指導目標 

〇バスの中で落ち着いて過ごすことができる。 

〇バスの中でしてはいけないことだけでなく、していいことを知る 

 

指導方法 

〇カードを本人に見せて説明➡バスの見えるところに貼る （慣れてきて、本人が

外したら必要な時に見せる。貼りっぱなしでもいい） 

今回は本人が好きな本を保護者に用意してもらったが、本人が好きなもので、バス

の中への持ち込みが可能なものならそれも良い。 

〇×のシート（〇✕メモⓇ）は、（株）おめめどうの登録商標品です。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うれしいことば・きずつくことば 

 

指導目標 

〇適切なコミュニケーションをとる上で、正しい

言葉遊びができるようになる。 

 

指導方法 

〇適切な言葉の選択ができるようにプリント学習

を行い、日常生活に生かせるようにロールプレイ

ング等を行う。 

 

ボールカッター 

指導目標 

〇椅子に座って、落ち着いて活動に取り組

む習慣を身に付ける。 

 

指導方法 

〇整った環境（テニスボールを椅子の脚に

はめこみ音を軽減する）の中で集中して活

動をさせることで、落ち着いて学習する習

慣を付ける手助けをする。 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょこっと progress 

指導目標 

〇集団の中での自分の置かれている状況、期待されていること等を把握

し、向かうべきところを確認する材料にする。 

〇自分の進歩したところや変化を確認させるとともに、クラスの生徒や

先生とのコミュニケーションを進めるトピックにする。  

指導方法 

〇生徒の成長したところ、頑張っているところ、認められているところ

等を表示し、自分の進化や成長を確認させる。 

〇クラスの生徒や先生、そして、他のクラスの人達に知らしめること

で、達成感や成就感を確認させる。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できました」ピンポーン！ 

指導目標 

〇適切な方法で他者と関わることができるよ

うになる。 

〇自分なりの表出方法で他者とコミュニケー

ションをとることで、伝わることの喜びを知

り、次への意欲につなげる。  

 

指導方法 

〇机をガタガタしたり、ドアを蹴ったり叩い

たりすることで他者の気を引こうとする生徒

に、「これを押したら教員が来てくれる」こと

を繰り返し活用する中で理解させる。 

  

〇適切な使い方ができた際、本人がわかるよ

うに褒め、次への意欲につながるようにす

る。  

 
手話版あいさつチェック表 

指導目標 

〇聴力が全くない生徒に対して、手話を

用いた挨拶などのコミュニケーション手

段の表出を増やしていく。 

〇耳が聞こえないことを周囲にも知って

もらうことで、相手から手話を用いてコ

ミュニケーションを取ってもらえるよう

にする。 

指導方法 

〇教室外で他者と関わる際に、おはよ

う、ありがとう、さようならなど簡単な

手話を用いて挨拶をする。 

〇手話で挨拶ができた際は、その都度褒

めることでコミュニケーションを取るこ

との楽しさを伝えていく。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロノタイプ診断 

指導目標 

〇診断結果で当てはまること、当てはまらないことを考えられるようにする。 

〇客観的データと自分自身を照らし合わせて自己の特性に気付けるようにする。 

〇自身の特性を理解し、より良く生活するための方法を考えられるようにする。  

 

指導方法 

〇参考サイトで質問に答える。 

〇診断結果からそれぞれのタイプについて書かれた説明文を読み、自分に当てはな

る箇所に印をつける。【ワークシート】 

〇自分の生活に参考にできることは何かあるか考える。【ワークシート】 

※あくまで参考程度とし、診断結果が全てではないことを伝える。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導目標 

〇言語表出が少ない生徒のため、文字でのやり

取りを通してコミュニケーションを図る。  

指導方法 

〇取り組んだ課題に対して、文字で書いた内容

を確認することで、生徒との関係性の構築に役

立てる。 

〇課題終了後に日課表で振り返りを行い、達成

感を味わう。 

〇次の学習や今後の活動の幅を広げていくこと

に繋げる。  

 

日課表（今日の予定） 

 

支援介助法 

指導目標 

〇パニックを起こしている子どもに痛みを与えず、自分も傷つくことなく、落ち着いて

話ができるように誘導する。  

指導方法 

〇「抱きかかえ」→後ろに回って子どもをハグし、ゆっくりと呼吸することで、子ども

の呼吸と波長が合い、リラックスさせる。 

〇暴れている子がいたら、相手を刺激しないよう、手の平を相手に向けて両手を相手の

耳くらいの位置に出す（距離を保ち、真正面に立たない）  

 


